海南・下津・野上・美里

八人の議員とともに
さいか光夫のとびある記（八）


一　さいか光夫とびある記

阪井バイパスの　
一日も早い実現のために
阪井バイパスの計画が、いよいよ大詰めになってきています。６月県会での質問にあたって意見を聞かせていただこうと、地元のみなさんにお集まりいただきました。１５人もあつまってくれました。

「道路を通すとなるといろいろな意見があるでしょう。私は、阪井バイパスは必要だし、一日も早く実現したいという立場です」と切り出してご意見をお聞きしました。

最初は「こんな狭いところに３本も道はいらん」というような意見も出ました。しかし、じっくりとお話を伺うと、行政からの一方的なおしつけのように感じて怒っておられるので、本当のご意見は建設的なのです。

県と海南市の協力関係はいいのですが、お互い多少の遠慮もあるでしょう。行政には「縦割り行政」の問題もあります。垣根をはずして地元の意見を検討すべきです。

「そんな間を埋めていくのが議員の仕事かな」と、一緒に参加した河野市議と話しました。
「読者ニュース」二〇〇四年六月十三日
台風６号とモモ被害
台風６号の雨風は短時間だったけれども、季節はずれの台風だけに、農産物への被害は大きかった。県の集計では、農産物被害は３億円。海南海草では、桃の被害が５９００万円、柿の被害が１８００万円になっている。

河野議員は２１日に、私は２２日の議会がおわってから高津にかけつけ、桃畑をまわった。道沿いの畑は、風当たりがつよかったのか、９割がたの実が落ちている。まだ青い実も多い。せっかく手間をかけてきた桃の無残なすがたに、お見舞いの言葉もない。

「今年は、この台風以前にも、セン孔病の被害も大きかった」という話をお聞きした。セン孔病というのは、風で葉っぱがちぎられた後に雨が降ると、果実や葉っぱ、さらに枝までがやられてしまう細菌性の病害だそうだ。

翌日、県農林部の担当者からセン孔病についての説明を聞き資料をいただいた。

みなさんに教えられながら勉強しなくてはならないことは多い。

「読者ニュース」二〇〇四年七月四日
少年サッカー

バレンティア・全国大会へ
海南市は少年サッカーが盛んです。F.Cバレンティアは、亀川、中野上、北野上、南野上の各小学校の子どもたちでつくっているクラブです。チーム結成３年。

３年目にして全国大会出場のための和歌山県決勝大会に優勝し、全日本少年サッカー大会に初めて出場することができました。

少年サッカーOBの一人は、「３０年夢を見続けてきて、やっとという感じだ。これまで培ってきた力を出してくれるものと思う。そして来年につなぎ引き続き、海南から全国大会に出場できるようにがんばってほしい」と語っています。

７月１０日（土）には、沖野々グラウンドで壮行試合がおこなわれます。
「読者ニュース」二〇〇四年七月十一日

やまびこ音楽祭

「やまびこ音楽祭」が１０周年を迎えて開かれました。主宰されている箸尾さんに声をかけていただいて、昨年からご挨拶させていただいています。

こんな挨拶をしました。

「この音楽会にきてびっくりしました。司会や審査員のみなさんがプロで、みなさんのレベルが高いのです。しかも盲導犬のチャリティのとりくみです。

箸尾さんに「こんなに専門家を呼んだら、ﾁｬﾘﾃｨの収益が上がらないでしょう」といったら「みんな友だちだからボランティアで来てくれるんです」とわらってられるから、また、びっくり。

海南市は芸能が盛んな土地。尺八の中尾都山も黒江で最初の演奏会をひらきました。海南でアタリをとったら、全国で通用すると言われました。

それを受け継いでいるのが、いまご挨拶された神出市長さん。今日は、遠慮しておられるけれども、いろいろな集会でお歌いになる……」

「読者ニュース」二〇〇四年六月二七日

「めぐりくる春に」

歌とビデオ

「めぐりくる春に」という歌が評判になっています。私の県議当選１周年の集会で披露されたもので、みなさんが作詞・作曲してくれたのです。「元気な海南へ県政の力を」とねがうみんなの歌としてひろめて行きたいものです。

私・さいかの一年間を紹介したビデオが作成されました。友人の小田さん、それに十数人かの方が協力され、大変なご苦労の末に出来上がったものです。当選のよろこびから一年間の議会活動、日常活動が紹介されています。多くの仲間のみなさんが登場します。

中山さんのこれまでの奮闘、みなさんの支えがあってここまでやってこれたんだなと思います。身を引き締めてがんばります。

ビデオはたくさんダビングしましたので、生活相談所においでいただければお渡しします。

「読者ニュース」二〇〇四年六月二十日
たびがた池の草刈（その２）
６月６日、木津・たびがた池の草刈に出た。みんな草刈機をもっているが、ぼくはカマ一本。みなさんが刈った草をあつめるだけ。ミジメ。

そのうち「溝が泥でいっぱいや」とさわぎになった。上の皿池の工事をしたために溝に泥が流れ込み、厚く堆積しているのだ。あつまったみなさんは泥上げにかかったが、おっつかない。

日曜日だ。「あす振興局に連絡して工事業者にお願いしようか」とも考えたが、もしも行政が対応できなかったらどうなるか。田に水をいれる日は決まっている。行政と業者がやってくれないのなら、午後までかかっても自力でやるしかない。

海草振興局の職員の方に連絡を取ると、さっそく業者の方に連絡をとってくださり、週明けには泥上げする約束をしてくれた。

翌朝一番に振興局に出向き、局長が「まあどうぞ」と部屋に招きいれてくれるのを尻目に、先に担当職員の席にお礼を言いにかけつけたのだった。
「読者ニュース」二〇〇四年月日
暑い教室・子どもたちは？
今年はとくに暑かったですね。こんな暑い中、小中学校では夏休み前はお昼までという「短縮授業期間」は、ないのだそうです。暑い中、教室にとじこめられる子どもたちはどんなだろうと思って、学校をのぞきにいきました。

ある小学校に立ち寄ったのは水曜日。午後は授業なし。校長先生にお会いしました。「プールにはいったあと授業なんて大変でしょう」と申し上げると「子どももぐったりしますけど、先生がもっと参りますね。水につかって子どもに注意を払うのは体に応えるんです」とおっしゃる。

別の学校にたちよったのは、七月十六日（金）。午後は大掃除をして、最後は学級会などの授業があるらしい。

「先生、三階まであがってみてよ。暑いんだから。３４度、３５度の教室での授業、たいへんだったんよ」

階段をのぼると、一階ごとに温度があがるのがわかります。この学校は、廊下をまんなかに両側に教室があるから、なお暑い。だから最初に扇風機がつけられたとか。

扇風機のない和歌山市の学校など、もっとひどいそうです。
「あじさいだより」二〇〇四年七月
ＪＡながみね総代会
６月２８日、JAながみね第５回総代会が野上町総合福祉ｾﾝﾀｰで開かれ、お招きいただきました。

JAながみねの農産品販売高は、１５年度で２４億７０００万円。最大はみかん１０億円。それに次ぐのが、柿２億５０００万円。山椒２億３０００万円、びわ２億１０００万円、桃１億２０００万円とつづきます。
　とれたて広場は、年間１７万人の来場で、販売をのばしているということです。

　来賓のみなさんからは、桃を中心とした台風被害へのお見舞いのことばが続きました。
　桃被害への農業共済の保証について問い合わせがあり県農林部に聞いてみますと「いま、被害の査定が始まっている。被害が大きいので国の補助を申請しなくてはならない。１０月ごろ申請し、確定は年末までかかるだろう」ということです。　はやい対応が望まれます。
「読者ニュース」二〇〇四年七月十八日
大雨の平和行進
５月１６日の海南市の平和行進。大雨に強い風で行進は中止になりました。その挨拶で、イラクの問題にふれて、こんなことを申し上げました。

「イラクでの事態。ファルージャでは、何百人もの女性や子どもたちが殺されました。ことの起こりは、４人のアメリカ人が殺され、死体が引き回され、テレビで放映されたことです。私たちは、そういう残虐なことを許すことはできません。でも、だからといってアメリカがその報復に何百人ものイラクの人たちを殺すことが許されるのでしょうか。
ブッシュ大統領にとって、殺された４人のアメリカ人は人間だけれども、何百人ものイラクの人たちは人間だと思っていないのではないでしょうか。

戦争はこうした狂気を生むのです。日本が引き起こした南京大虐殺も、広島・長崎への原爆投下もそうでした。」
これにつけ加えて、イラクで人質になった３人の勇気ある人々へのバッシングの世論操作がおこなわれたことについて「日本の民主主義のもろさが心配です。」とも述べました。

「読者ニュース」二〇〇四年六月六日　
二　八人の議員とともに

１　下津町
今年のみかんの価格は？　
みかんの実は今、一センチほどの大きさです。農家の皆さんに聞くと、今年は花はたくさん咲いたが今になって「生理落果」が激しいということです。ある農家は「今年も豊作かと思っていたが、こんなに落果をするとは思わなんだ。ハチを飼うてる人が、今年のみかんの花の蜜は集まらなんだと言うてたからな、蜜が少ないのは花に力がなかったんやろな。」

　みかんの価格は、ここ数年低迷し生産費も出ないような状態です。生産は二〇年前の三四〇万トンから近頃の一二〇万トンと三分の一。でも価格は上がりません。

　ＪＡながみね下津選果場では、みかんの糖度選別をする選果機を十六億円（国の補助六．二億円　町の補助二千六百万　県は０）かけて導入することになり工事が始まっています。この設備でみかんの価格が上がり農家が少しでも潤えばいいのですが。

でも、農家が直接潤う政策が必要なのではないでしょうか。

　　　　　　　　はしづめ　こういち（下津町会議員）

「読者ニュース」二〇〇四年六月二十日
　　
２　野上町

むしばまれる田園の風景
今年もそろそろ田植えの季節となり、耕運機で耕された田んぼに水が注がれ行儀よく苗が植えられています。やがてカエルの鳴き声も賑やかになり、どこにでもある農村の、のどかな風景が心を癒してくれます。
常日ごろそこで生活を営んでいる人にとっては、ありきたりの眺めなのでしょうが、ただ足早に時間だけが過ぎてゆく、忙しさに疲れた人には、ほっとできる風情ではないかと思います。稲作は日本の文化であり田園は古里の原風景なのです。
でも今は、その美しい風景が蝕まれつつあります。山間地域へ行けばいくほど、放置されて草生している棚田が目立ちます。年老いたり連合いに先立たれたりで農作業ができなくなり、米作りを断念せざるを得なくなったのでしょう。この国の農業政策の縮図がそこにあります。農家は国の宝なのに、もっと手厚く守られるべきではないでしょうか。
林ひろゆき（野上町会議員）
「読者ニュース」二〇〇四年六月六日　

３　美里町

道路復旧とダンプの安全

昨年の災害で国道に崩落した土砂を取り除く工事が始まった直後、携帯電話がひんぱんに鳴り出しました。

　「ダンプカーが狭い道を突っ込んできて危ない」「下神野小の子どもらが国道の上がり口でなんぎしてる」という訴えです。

　早速、町当局に善処をおねがいし、雑賀県議に連絡すると、その日のうちに来てくれ、実情をききとって県工事事務所にいっしょにいってくれました。県は、梅雨にはいると仮橋が流される心配から工事を急がせたそうですが、①業者への安全運転の指導　②ガードマンの配置と通学時間帯のダンプカーの運行の配慮など業者への指導を約束してくれました。
美濃良和（美里町会議員）
「読者ニュース」二〇〇四年六月十三日

４　海南市

平和と友好の意気高く

日中友好協会全国大会に参加
　五月二二・二三日、大阪で全国大会が開かれた。中国大使館や中国国際交流協会からも来賓として十名の出席がありました。

　県連会長の橋爪利次さんからは、孫文と南方熊楠との記念碑を和歌浦に建てるとりくみの報告があり、全国の注目を集めました。（戦前、孫文と熊楠はロンドンで交流があり、和歌浦でも親交を深めたのです。）

　また、いま中国のめざましい経済発展は日本のみならず世界経済にも影響を与えるもので、今後詳しい分析が求められます。

　わが海南では、今秋に第三次訪中団を大きく取り組んで、現実の中国の姿にふれる必要性なども話し合われました。観光地で有名な桂林にも行く予定です。みなさん、ご一緒に行きませんか。計画出来次第お知らせします。　　　　　　　

幡川　文彦
「読者ニュース」二〇〇四年六月六日

関電の無責任さに《あ然》　　　　

重七月五日、市議会最終日・関電が検査データを勝手に書き換えた問題で、会社から説明がありました。関電は「社会に対してウソをついたもので、厳しく反省しています」と謝ってみたものの、過去二回の海南発電所で大爆発をおこしたことの反省などはなし。自ら定めた基準への重大な違反五件を含めて、ミスは海南発電所だけで五百十八件とは…。

利益追求第一で、人を減らし、検査基準は守らなくて当たり前では、三菱自動車のこともあり、大企業の社会的責任はどうしたのかた私を含めて議員から鋭い追及があったのは当然のことでしょう。

安全基準と公害対策はきっちり守り、むやみに働く人の首を切るなといいたい。

　今後とも議会として監視を強めなくてはならないと感ずるしだいです
　　　　　　　　　　はたがわ文彦（海南市会議員）

「読者ニュース」二〇〇四年七月十八日
山にかえす
　地域のみなさんのお宅を訪ねさせていただくと、庭先などで風蘭(フウラン)、石斛(セッコク)などを育て、楽しんでおられる愛好家が多いようです。

そのなかでも、内海のＡさんは究極の愛好家です。三度の食事よりも好きと言わんばかりの方で、山などで採取した風蘭などは数年間楽しんだ後、山にかえしに行くそうです。

Ａさんは「小さな草木でも生き物、未来に残さなあかん」と言います。

自慢の風蘭を拝見させていただいた上、心が温かくなる話を聞かせていただきました。

　　　　　　　　　　　　　　　岡　よしあき

「読者ニュース」二〇〇四年六月六日

『紀伊半島民俗芸能祭』のご紹介　
パート(Ⅰ)
　打田町「紀伊国分寺跡」で県教育委員会が主催で、各地から選出された獅子舞が集まり芸を競い合いました。その記録集が完成しましたのでご紹介。

和歌山県からは、私の所属している「藤白の獅子舞」と「打田の獅子舞」、「古座の獅子舞」の三団体が出演しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岡　よしあき

  「紀伊半島民俗芸能祭」の記録集のほしい方は申し付けください。

「読者ニュース」二〇〇四年六月二七日

これでもか、これでもかの

「弱いもの」いじめ　
　　　

　「地方税法」が「改正」されました。中身は、①市民税の均等割り額が、二千円から三千円に、一・五倍の引き上げ。②老年者控除の廃止＝六五歳以上の方で所得税・住民税の申告時四五万円控除がなくなりました。

　国民が知らないうちに、低所得者やお年寄りに対する「いじめ」がまたやられました。

　六月市議会でも県議会でも、悪法を実施するための「条例」が提案されたのですが、反対したのは共産党だけです。こんなことを簡単にやらせないためにも、参議院選挙でがんばらなくては……。

　　　　　　　　　　　　　
河野　敬二（海南市会議員）

「読者ニュース」二〇〇四年七月四日

今日も「生活相談所」は大忙し　　　　

参議院選挙「開票立会人」の仕事を終え、帰宅し寝たのは夜明け前の四時過ぎ。選挙の疲れと寝不足で、その日は仕事にならず頭も完全にイカれた状態。

数日後、生活相談所に立ち寄ると市民のみなさんからの相談が寄せられている。介護問題、道路問題、法題　……。

選挙で後退しても市民のみなさんは、私たちのやくわりを認め、その存在を忘れておられない。ありがたいことである。その上、私も元気をもらった。

知事選挙が今週からはじまります。毎日暑くてかなわんけど、県政改革の大事な選挙、がんばらなくては……。
　　　　　　　　　　　河野　けいじ（海南市会議員）

「読者ニュース」二〇〇四年七月二五日
区長さんから学んだ地域の共同　　　　

重根の後援会員さんから｢水路のコンクリート壁が傾き、ほおっておけば倒れてしまう」との連絡が入りました。
　早速現場を見に行くと、なるほど少し水路側へ傾いています。

　重根の区長（連合自治会長）さんと市役所でお会いしたとき、このことをお話すると、「現場を見に行ってくる」といわれ、数日後「土木課へ要望を出した」と連絡してくれました。また、土木課の職員さんから「すぐにはできないが、時期を見て工事する」との報告がありました。

　地域住民の要望をすぐに市役所に届けてくれる区長さんの対応には感心しました。

　区長さんや住民のみなさんとの共同する大切さを学んだできごとでした。
　　　　　　　　　　　　　上田ひろし（海南市会議員）

「読者ニュース」二〇〇四年七月四日

三　参議院選ご支援ありがとう
いかにもひどい・年金国会
年金法案が強行されました。

共産党と社民党と無所属西川きよし議員の質問を排除した委員会採決。あまりにもひどい。

国民年金にはいっていない閣僚や国会議員が続出した国会。国民世論は７０％まで「ここは白紙に戻して出直せ」という声でした。

自公と協力して衆議院で法案に賛成した民主党の責任も重大です。それにもまして自公与党の今回の横暴は、絶対にゆるせません。

参議院選挙では、国民の本当の代表を送り出したいものです。
「読者ニュース」二〇〇四年六月十三日
ご支援ありがとうございました

みなさまのご意見をしっかりうけとめます

　参議院選挙は、日本共産党は比例区４議席にとどまるというきびしい結果になりました。ご支持いただいたみなさまに、心からお礼申し上げます。

　海南市の比例票のうごきを３年前の選挙とくらべてみると、
自民６８２１（前回７４９８）民主６８３０（同２５１２）

公明３９９８（同３８８１）　共産２３５５（同２１１０）

となります。自民党政治への批判が民主党に大きく流れたことが分かります。共産党は海南市では健闘したものの、自民党批判のおおきな受け皿にはなりませんでした。

｢共産党はいい子というが現実味がないと思われている」

「消費税は、しょうがないと思っている人が多いのとちがうか。共産党の演説会にいけば、どんなにむだ使いが多いか聞いてびっくりする。消費税らあげんでも、ええんやけどなあ」投票日の翌日、みなさんが下さったご意見です。

　こうしたご意見は、私たちにとって宝物です。みなさまのご意見をしっかりとうけとめながら、国政でも頼りにされる政党になれるようがんばります。
「読者ニュース」二〇〇四年七月十八日
参議院選挙での訴えより

「財界がねらう二大政党」
もうひとつ考えたい問題は、年金改革財源として消費税を引き上げるといいます。

もともと消費税の引き上げをいいだしたのは大きな企業でつくっている財界団体です。日本経団連といいます。会長は、トヨタ自動車の奥田さん。消費税を引き上げ将来は１８％ぐらいまでもっていく、大企業ははらう法人税は、もっと引き下げるという提案をしています。

その日本経団連が昨年から政治献金をはじめること決めました。
民主党の岡田代表、当時は幹事長でした。当時の菅代表と一緒に経団連本部に行きました。「自民党だけでなくて民主党にも政治献金をしてほしい」とお願いしたそうです。
奥田会長はいいました。「民主党は自民党と代わり映えがしないが、どこが違うのかね」

民主党の代表は答えました。「自民党も民主党もめざすところは同じです。でもやる気が違います。消費税ひきあげだって、憲法９条をとっぱらう問題だって、自民党よりも民主党のほうが、やる気、実行力があります。」

こうして、自民党にも民主党にも政治献金がおこなわれるようになったわけです。財界の手のひらで踊る自民党と民主党の二大政党で私たちの暮らしがよくなるはずがありません。

日本共産党は、財界からびた一文もらわない。だから「国民こそ主人公」と胸を張って申し上げられます。小さくてもこの共産党が前進してこそ、「財界べったり」「アメリカいいなり」の政治を変えることができるのではないでしょうか。

七月八日　演説会原稿より




一　さいか光夫とびある記





二　八人の議員とともに





　１　下津町・中井・橋爪議員


　　２　野上町・林議員


３　美里町・美濃議員


４　海南市　


　　　　①　幡川議員


②　河野議員


③　岡　議員


④　上田議員





三　参議院選挙


ありがとうございました




















  ８人の議員とともに


  さいか光夫のとびある記（８）
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